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研究要旨 

食品用器具・容器包装、おもちゃ及び洗浄剤（以下、「器具・容器包装等」）の安全性は、

食品衛生法の規格基準により担保されているが、近年、食品の安全性及びその信頼性の確

保に関する関心の高まりとともに、その試験及び分析に求められる信頼性の確保も重要な

課題となっている。しかし、食品用器具・容器包装の規格試験法については、試験機関ご

とに様々な測定条件で実施されているなど、各試験機関の裁量に任せている部分も存在

し、大部分の試験法で室間再現精度などの詳細な性能評価は行われていない。そこで、民

間の登録検査機関、国及び地方自治体の衛生研究所等の 25 機関により、ポリスチレン製

器具・容器包装の揮発性物質試験法及びナイロン製器具・容器包装のカプロラクタム試験

法についての試験室間共同試験を実施し、これら試験法及び代替法の性能評価を行った。 

ポリスチレン製器具・容器包装の揮発性物質試験法については、GC-FID、GC/MS 及び

HS-GC-FID の性能評価を行った。その結果、公定法に準拠した GC-FID の性能パラメータ

ーの値は目標値を十分に満たしており、規格試験法として十分な性能を有していることが

判明した。また、測定条件の軽微な変更に対して十分な頑健性を有していた。しかし、試

料の溶解液を直接注入するため装置が汚染されやすいため、注入口部分の状態に注意を払

う必要がある。食品衛生法では採用されていない GC/MS の性能パラメーターの値は目標

値を満たしており、規格試験法の代替法として十分に適用可能であった。しかし、公定法

と同様に試料の溶解液を直接注入するため、注入口部分だけでなくイオン源部分の汚染に

ついても注意を払う必要がある。また、HS-GC-FID の性能パラメーターの値はいずれも目

標値を満たしており、規格試験法の代替法として十分に適用可能であった。さらに、

HS-GC-FID では気相部のみを装置に注入するため汚染が少なく、測定条件の軽微な変更に

対して十分な頑健性を有していた。ただし、試料量や溶媒の設定には注意が必要である。 

ナイロン製器具・容器包装のカプロラクタム試験法については、公定法及び GC/MS の

性能を評価した。公定法の性能パラメーターの値は目標値を十分に満たしており、規格試

験法として十分な性能を有していた。また、測定条件の軽微な変更に対して十分な頑健性

を有していた。ただし、注入量の変更については影響を与える可能性があるため、慎重に

検討する必要があった。また、注入口部分の状態によっては、ピーク割れやキャリーオー

バー等の問題が発生することがあるが、これらの解決策として、注入条件の見直し、内標

準による補正、シリンジ洗浄液の変更が有効である。食品衛生法では採用されていない

GC/MS については、絶対検量線法では一部の性能パラメーターの値が目標値を満たさな

かったが、内標準法は規格試験法の代替法として十分に適用可能であった。しかし、GC/MS



 

においても公定法と同様にピーク割れやキャリーオーバー等の問題が発生することがあ

るため、注入口部分の条件設定に関しては十分な注意が必要である。 
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